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ほのかな光を放ちながら舞う源氏ホタル
（午後８時ごろ３０秒露光：昭和町内で撮影）
•表題（しょうわ）については「押原中学校
1年5組 冨士池　拓哉さん」の直筆です。

新議会構成決まる！！
❽
17
18

❷
一般質問 ここが聞きたい
追跡 あの質問どうなった
議員記者が行く！
昭和町ホタル愛護会 ～昭和町のシンボル「ホタル」を守る！～
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新議会構成 決まる！！新議会構成 決まる！！

総務常任委員会総務常任委員会

　議会構成も変わり、気持ち新たに、町民の目線で町民のために開かれた公平公
正かつ円滑な議会運営に努め、町政発展のため誠心誠意努力してまいる所存で
あります。どうかよろしくお願い致します。
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昭和町議会の議員の
定数を定める条例中
改正の件　　①

平成２８年度昭和町介護保
険特別会計補正予算（第３
号）についての専決処分

平成２８年度昭和町国民健康
保険特別会計補正予算（第４
号）についての専決処分

平成２８年度昭和町一般
会計補正予算（第５号）
についての専決処分

昭和町国民健康保険
税条例の一部を改正
する条例の専決処分

昭和町税条例の一部
を改正する条例の専
決処分
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委提
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同意
第17号

請願
第1号

昭和町議会委員会条
例中改正の件　　②

平成29年度昭和町介
護サービス特別会計補
正予算（第１号）について

平成29年度昭和町　
一般会計補正予算（第
１号）について

昭和町地域包括支援センター
の人員及び運営に関する基準
を定める条例中改正の件

昭和町工場立地法地
域準則条例制定の件

昭和町都市基盤整備
基金条例制定の件

昭和町固定資産評価
審査委員会委員の選
任について

同意
第18号

議案
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議案
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する要望書の提出を
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の短期交替の抑止を求
める請願　　③
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議場での固定資産評価審査委員あいさつ 認知症スチューデントサポーター養成講座

決まったこと
　平成29年5月臨時会は、5月8日から11日までの4日間の会期で開催さ
れました。町長から提出された専決処分の承認案件5案件のほか、人
事案件1案件、その他３案件、計９案件を審議しました。
　臨時会では、正副議長をはじめ、常任委員会、広域行政事務組合議
員等の構成が新しくなりました。

①委提第1号について、平成21年から定数について各委員会において数多く議論してきました。
平成28年からは町民の意見の募集や、見識者等による議員定数検討委員会を設置し、増・減・現状維持という
様々な町民意見を取り入れ、委員会で審議し、議員定数を現在の16人から14人へ定数減とし、平成29年6月
1日から施行、次の選挙から適用とする議案が提出され、各議員が判断し、本会議にて採決しました。(賛成11：
反対4)賛成多数で可決。
②委提第2号について、総務・産業土木・教育厚生の3常任委員会を議員定数削減に伴い、総務教育、産業厚生の
2常任委員会とし、委員構成は各委員会7名また、広報編集特別委員会を広報常任委員会に改め、 平成29年
6月1日から施行し、次の選挙から適用とする議案が提出され、委員構成や議員定数のことを鑑みて各議員が
判断し、本会議で採決しました。（賛成11：反対4）賛成多数で可決。
③請願第1号については、賛成討論・反対討論がＨＰの会議録（29年第1回臨時会）で、
平成29年8月下旬から閲覧可能または、事務局にて会議録が閲覧可能となっておりますので御覧下さい。
※三井　猛議員は議長のため、採決に加わっていません。

決まったこと
　平成29年6月定例会は、6月6日から12日までの7日間の会期で開催されま
した。町長から提出された平成29年度補正予算3案件、条例の制定・改正
3案件、人事案件1案件、その他1案件、計8案件を審議しました。
　一般質問には8人の議員が12件について活発な質問・意見を展開
し、町長の考えを質しました。

●議案第24号・議提第1号については、賛成討論・反対討論がＨＰの会議録（29年第2回定例会）で
　平成29年8月下旬から閲覧可能。または、事務局にて会議録が閲覧可能となっておりますので御覧下さい。
※塚原　將司議員は議長のため、採決には加わっていません。

平成29年
第2回
定例会で

平成29年
第1回
臨時会で

案件名種別案件名種別
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決まったこと
　平成29年6月定例会は、6月6日から12日までの7日間の会期で開催されま
した。町長から提出された平成29年度補正予算3案件、条例の制定・改正
3案件、人事案件1案件、その他1案件、計8案件を審議しました。
　一般質問には8人の議員が12件について活発な質問・意見を展開
し、町長の考えを質しました。

●議案第24号・議提第1号については、賛成討論・反対討論がＨＰの会議録（29年第2回定例会）で
　平成29年8月下旬から閲覧可能。または、事務局にて会議録が閲覧可能となっておりますので御覧下さい。
※塚原　將司議員は議長のため、採決には加わっていません。

平成29年
第2回
定例会で

平成29年
第1回
臨時会で

案件名種別案件名種別
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回
定
例
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６
月
）委
員
会
質
疑

第
２
回
定
例
会（
６
月
）委
員
会
質
疑

産
業
土
木
常
任
委
員
会

水
源
対
策

特
別
委
員
会

鷹
野
議
員

　新
た
に
井
戸

を
掘
削
す
る
場
合
、旧
井
戸

の
廃
止
届
は
出
て
い
る
の
か
。

環
境
経
済
課
長

　今
後
、

井
戸
の
廃
止
届
を
提
出
す

る
よ
う
指
導
す
る
。

中
澤
議
員

　井
戸
の
数
量

の
現
地
調
査
は
ど
う
なって

い
る
か
。

環
境
経
済
課
長

　今
後
、

井
戸
の
数
量
を
調
査
し
、記

録
を
保
管
す
る
。

井
戸
掘
削
に
つ
い
て

甲府昭和高校入口交差点

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

地
方
分
権
対
策
特
別
委
員
会

給
水
管
調
査
業
務

委
託
に
つ
い
て

資
格
更
新
に
つ
い
て

産
後
う
つ
補
助
に
つ
い
て

就
学
援
助
に
つ
い
て

河
住
議
員

　主
任
ケ
ア
マ
ネ

の
更
新
研
修
は
ど
の
く
ら
い

の
時
間
か
。

い
き
い
き
健
康
課
長

　４７

時
間
、
大
体
５
日
間
位
を
か

け
て
研
修
す
る
。

　年
に
一
回
、
県
が
主
体
で

開
催
、
実
務
に
つ
い
て
い
る

者
だ
け
が
更
新
可
能
。

鷹
野
議
員

　受
診
補
助
の

期
間
、
ま
た
補
助
額
は
。

い
き
い
き
健
康
課
長

　産

後
う
つ
は
産
後
２
週
間
、１

カ
月
と
ピ
ー
ク
が
２
回
あ

る
。　そ

こ
を
カ
バ
ー
で
き
る
よ

う
期
限
を
産
後
２
カ
月
間
と

し
た
。

　補
助
額
は
１
回
５
，０
０
０

円
で
２
回
ま
で
補
助
、
受
診

料
超
過
分
は
自
己
負
担
と

な
る
。

依
田
議
員

　学
校
施
設
整

備
費
の
押
原
中
学
校
給
水

管
調
査
委
託
業
務
の
検
査

箇
所
は
何
箇
所
か
。

学
校
教
育
課
長

　１６
箇
所

で
専
門
の
機
関
で
検
査
実

施
予
定
。

鷹
野
議
員

　就
学
援
助
の

内
容
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載

せ
て
ほ
し
い
が
。

学
校
教
育
課
長

　今
後
、

載
せ
る
よ
う
に
検
討
す

る
。

依
田
議
員

　ふ
る
さ
と
納
税

で
町
に
入
る
額
は
ど
の
く
ら

い
か
。

政
策
秘
書
係
長

　確
定
は

し
て
い
な
い
が
平
成
29
年
３

月
現
在
、
寄
附
額
が
２
，７

２
５
万
３
，５
１
３
円
あ
り
、

経
費
が
約
１
，３
０
０
万

円
。　昭

和
町
の
住
民
か
ら
他
の

自
治
体
へ
の
寄
附
額
が
約
７

３
０
万
円
程
度
な
の
で
、
町

に
入
る
額
は
お
よ
そ
７
０
０

万
円
。

三
井
議
員

　昨
年
、
他
の

自
治
体
へ
寄
附
し
て
い
る
人

数
は
何
人
か
。

政
策
秘
書
係
長

　ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
特
例
の
申
請
が
あ
っ

た
数
で
す
が
、
平
成
２８
年

分
は
２
７
４
人
で
あ
る
。

工業団地の緑地

総
務
常
任
委
員
会

河
田
議
員

　全
国
的
に
時

間
外
業
務
の
多
さ
が
問
題

に
な
って
い
る
。

　昭
和
町
で
も
職
員
が
残

業
や
休
日
出
勤
を
行
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
り
、
働
き
方
改

革
を
行
い
職
員
の
体
制
等
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長

　28
年
度
の
残

業
の
集
計
を
行
い
、
各
課
長

た
ち
に
配
布
し
た
。

　

　残
業
が
多
い
課
に
つ
い
て

は
業
務
の
見
直
し
を
行
う

よ
う
伝
え
て
お
り
、
人
員
が

不
足
し
た
場
合
は
総
務
課

に
連
絡
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

働
き
方
改
革
に
つ
い
て

工
場
立
地
法
地
域
準
則
条
例
に
つ
い
て

通
学
路
の
対
応
に
つ
い
て

林
議
員

　甲
府
昭
和
高
校

入
口（
国
道
）の
交
差
点
に
地

下
通
学
路
を
新
設
し
て
は
、

と
い
う
要
望
を
出
し
た
が
、

当
時
の
対
応
は
ポ
ー
ル
の
設

置
の
み
で
あ
っ
た
。

　現
在
、
清
水
新
居
区
か
ら

昭
和
町
の
学
校
へ
通
学
す
る

児
童
・
生
徒
は
４
年
前
と

比
べ
て
１６
名
増
え
て
お
り
、

再
度
通
学
路
と
し
て
の
安
全

性
を
考
慮
し
た
見
直
し
を

行
って
ほ
し
い
が
。

副
町
長

　現
状
で
は
父
兄
の

方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

登
下
校
の
時
生
徒
の
安
全
の

た
め
、
交
通
指
導
を
行
っ
て

い
る
。

　交
通
指
導
員
の
設
置
等
の

議
論
を
し
た
中
で
安
全
面
に

つ
い
て
の
改
善
は
行
っ
て
い

く
。

鷹
野
議
員

　第
一
種
か
ら

第
四
種
ま
で
の
地
域
区
分

が
あ
り
、
そ
の
地
域
の
解
釈

に
つ
い
て
、
第
四
種
の
用
途

を
定
め
な
い
地
域
と
は
昭
和

町
で
は
ど
の
よ
う
な
地
域
の

こ
と
か
。

環
境
経
済
課
長

　用
途
を

定
め
な
い
地
域
と
は
、
昭
和

町
で
は
市
街
化
調
整
区
域

の
こ
と
を
さ
す
。

依
田
議
員

　３
月
議
会
で

は
、
緑
地
面
積
25
％
に
対
し

て
、
15
％
と
す
る
予
定
と
の

回
答
を
受
け
た
が
、
今
回
の

制
定
に
際
し
て
数
値
が
５
％

以
上
に
変
更
に
な
っ
た
経
緯

は
。

環
境
経
済
課
長

　２
市
１

町
、
山
梨
県
と
も
協
議
し

て
き
た
中
で
５
％
以
上
の
緑

地
面
積
と
い
う
事
で
対
応
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

樋
口
議
員

　現
状
あ
る
工

場
で
特
定
工
場
の
条
件
を
満

た
す
企
業
は
あ
る
か
。

環
境
経
済
課
長

　国
母
工

業
団
地
及
び
釡
無
工
業
団

地
合
わ
せ
て
10
の
企
業
が
該

当
し
て
い
る
。

当
局
よ
り
地
下
水
採
取
の

適
正
化
に
関
す
る
条
例
に

基
づ
き
、井
戸
設
置
申
請

（
築
地
新
居
）、井
戸
設
置

届
出（
西
条
）の
申
請
が

あ
っ
た
。

当
局
よ
り
報
告

寄
附
金
の
３
割
程
度
の

物
に
返
礼
品
を
す
べ
き
と

の
指
導
が
あ
っ
た
た
め
、

そ
れ
に
従
い
実
施
し
て
い

く
こ
と
に
し
た
。

議
提
第
１
号 

展
望
タ

ワ
ー
設
置
に
関
す
る
要

望
書
の
提
出
を
求
め
る

提
案
が
、議
題
と
し
て
出

さ
れ
総
務
常
任
委
員
会

委
員
の
採
決
の
結
果
、賛

成
１
名
・
反
対
４
名
で
否

決
さ
れ
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
は

総
務
常
任

委
員
長
会
審
査
結
果

　ふるさと納税パンフレット
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及
び
釡
無
工
業
団

地
合
わ
せ
て
10
の
企
業
が
該

当
し
て
い
る
。

当
局
よ
り
地
下
水
採
取
の

適
正
化
に
関
す
る
条
例
に

基
づ
き
、井
戸
設
置
申
請

（
築
地
新
居
）、井
戸
設
置

届
出（
西
条
）の
申
請
が

あ
っ
た
。

当
局
よ
り
報
告

寄
附
金
の
３
割
程
度
の

物
に
返
礼
品
を
す
べ
き
と

の
指
導
が
あ
っ
た
た
め
、

そ
れ
に
従
い
実
施
し
て
い

く
こ
と
に
し
た
。

議
提
第
１
号 

展
望
タ

ワ
ー
設
置
に
関
す
る
要

望
書
の
提
出
を
求
め
る

提
案
が
、議
題
と
し
て
出

さ
れ
総
務
常
任
委
員
会

委
員
の
採
決
の
結
果
、賛

成
１
名
・
反
対
４
名
で
否

決
さ
れ
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
は

総
務
常
任

委
員
長
会
審
査
結
果

　ふるさと納税パンフレット
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新たに設置されたコミュニティ・スクールディレクター

一般質問の内容は議会事務局で閲覧できます。一般質問の内容は議会事務局で閲覧できます。

施策を問う施策を問う施策を問う ここが
聞きたい

Q
自
助
、
共
助
に
よ
る

地
域
防
災
力
の
強
化
を

A
各
地
区
で「
防
災
講
話
」を
実
施
し
、

地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
る

依田　茂巳 議員
よ だ し げ み

　今
年
度
よ
り
実
践
的
防
災
教
育
を

推
進
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
が
、い
つ
、

ど
の
よ
う
な
人
を
対
象
に
、
ど
ん
な
内

容
で
進
め
て
い
く
の
か
。

　今
年
度
は
危
機
管
理
担
当
職
員
を
中
心

に
、役
場
職
員
等
を
対
象
に
し
た
実
践
的

な
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
等
を
実
施
し

て
い
く
。

　ま
た
、地
域
防
災
力
強
化
に
向
け
て
、各

地
区
で「
防
災
講
話
」を
実
施
し
て
い
く
。

　初
動
対
応
力
の
向
上
は
ど
の
よ

う
な
内
容
で
、ど
ん
な
人
を
対
象
に

訓
練
を
行
う
の
か
。

　ま
た
、地
域
住
民
に
対
し
て
は
、

ど
ん
な
内
容
で
進
め
て
い
く
の
か
。

　行
政
の
初
動
対
応
は
課
題
の
一
つ

で
あ
り
、６
月
中
に
役
場
職
員
を
対

象
に
実
践
的
な
避
難
所
訓
練
を
行

う
。　ま

た
、８
月
27
日
の
町
の
総
合
防

災
訓
練
ま
で
に
各
区
の
役
員
会
な

ど
に
お
も
む
き
、
自
助
、
共
助
の
意

識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　（仮
称
）子
育
て
支
援
に
関
す
る

総
合
サ
ー
ビ
ス
拠
点
に
つ
い
て
、い

つ
、
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
な
施
設
を

設
け
る
の
か
。

　平
成
３２
年
度
の
整
備
を
目
安
と

し
、
場
所
は
現
在
、
町
内
の
空
き
施

設
等
の
再
活
用
も
考
え
な
が
ら
検

討
し
て
い
る
。

　親
御
さ
ん
の
居
場
所
と
し
て
の
機

能
を
持
ち
な
が
ら
、
総
合
的
な
相

談
機
能
も
有
し
、
子
育
て
支
援
の
総

合
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
施

設
を
考
え
て
い
る
。

　（仮
称
）生
涯
学
習
館
の
建
設
と

押
原
中
学
校
の
校
舎
増
築
な
ど
に

向
け
て
、
建
設
検
討
委
員
会
を
設

置
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、住
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
有
効
な
手
法
の
一
つ
だ
と
考

え
る
。

　建
設
の
検
討
は
具
体
的
に
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
進
め
方
で
行
っ
て
い
く

の
か
。

　生
涯
学
習
館
は
、
中
央
公
民
館

や
図
書
館
の
２
つ
の
施
設
の
機
能
を

合
わ
せ
持
っ
た
施
設
の
整
備
も
視
野

に
入
れ
て
い
る
。

　ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
検
討
委
員
会
の

立
ち
上
げ
な
ど
、
住
民
意
見
の
反

映
の
仕
方
も
含
め
て
、
柔
軟
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

　建
設
に
お
い
て
民
間
と
の
連
携

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　ま
た
過
程
に
お
い
て
議
会
と
の

意
見
交
流
も
大
切
だ
が
、
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

　具
体
的
な
整
備
内
容
等
が
決
まっ

た
ら
、民
間
と
の
連
携
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　議
会
に
は
、進
捗
状
況
等
も
含
め
、

作
業
工
程
の
節
目
ご
と
に
報
告
し
て

い
き
た
い
。

町
長

町
長

生
涯
学
習
課
長

町
長

Q
子
育
て
支
援
に
関
す
る

総
合
サ
ー
ビ
ス
拠
点
は

ど
の
よ
う
な
施
設
を

設
け
る
の
か

A
町
内
空
き
施
設
等
の

再
活
用
も
考
え
な
が
ら

検
討
し
て
い
る

Q
生
涯
学
習
館
の
建
設

な
ど
に
つ
い
て
の

具
体
的
な
進
め
方
は

A
住
民
意
見
の
反
映
の

仕
方
も
含
め
、
柔
軟
に

対
応
し
て
い
き
た
い

企
画
財
政
課
長

Q 国民健康保険法改正への対応は

A 国保運営が混乱しないよう十分な
準備を進めている

一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問

職員を対象にした机上訓練

再
質
問

再
質
問

依
田

依
田

依
田

石
原（
高
）

　国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に

よ
り
、
国
保
運
営
が
混
乱
し
な

い
た
め
の
対
策
は
。

　ま
た
、
保
険
料
の
算
定
は
３
方

式
に
移
行
す
る
の
か
。
移
行
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
何
年
度
か
ら
何

年
か
け
て
行
う
の
か
。

　制
度
改
正
に
伴
い
条
例
改
正

も
必
要
と
な
る
が
、
条
例
は
い
つ

頃
の
議
会
に
提
案
す
る
予
定
な

の
か
。

町
長

　シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
ー（
シ
ス
テ
ム
開

発
業
者
）と
情
報
交
換
を
十
分
に

行
い
、
制
度
改
正
に
関
す
る
研
修

会
等
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　保
険
料
の
算
定
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
の
新
制
度

施
行
を
も
っ
て
資
産
割
を
除
い

た
３
方
式
へ
の
移
行
を
考
え
て

い
る
。

　ま
た
条
例
改
正
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
１
月
か
ら
２
月
に
県

が
市
町
村
に
各
市
町
村
の
納
付

金
、
標
準
保
険
料
率
を
確
定
、

通
知
す
る
見
通
し
な
の
で
、
３

月
議
会
、
ま
た
は
６
月
議
会
に

上
程
す
る
こ
と
に
な
る
。

石
原（
高
）

　教
員
の
多
忙
化
改
善
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
て
、
今
後
、
考

え
て
い
る
取
り
組
み
は
あ
る

の
か
。

　運
動
部
活
動
へ
の
外
部
指

導
者
の
導
入
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
計
画
は
あ
る
の
か
。

　ま
た
、
町
内
の
小
中
学
校

で
取
り
入
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
外
部
人

材
活
用
の
整
合
性
や
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
。

教
育
長

　５
月
に「
昭
和
町
教
員
の
多

忙
化
改
善
対
策
委
員
会
」を

開
催
し
、
各
学
校
に
対
し
て

校
内
に
委
員
会
を
設
置
し
、

改
善
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

を
指
示
し
た
。

　教
育
委
員
会
と
し
て
も
主

催
の
会
議
・
調
査
等
の
効
率

化
や
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導

入
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　中
学
校
の
運
動
部
活
動
へ
の

外
部
指
導
者
導
入
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
２
名
の
外
部
顧
問
を

県
に
要
求
し
、
１
名
が
認
め
ら

れ
た
。
来
年
度
以
降
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
く
。

　ま
た
今
年
度
か
ら
は
地
域

人
材
と
学
校
の
橋
渡
し
を
行

う
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
を
設
置
し
た
。

　今
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
の
地
域
人
材
の
活
用
を
中

心
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

を
継
続
し
、
外
部
指
導
者
は
必

要
な
場
合
の
み
活
用
し
て
い
く

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

再
質
問

　取
り
組
み
の
検
証
や
改

善
は
誰
が
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
。

学
校
教
育
課
長

　学
校
と
教
育
委
員
会
が
そ

れ
ぞ
れ
の
改
善
計
画
を
策
定

し
、
実
行
の
段
階
で
は
各
学
校

の
多
忙
化
防
止
委
員
会
で
の

徹
底
し
た
チ
ェッ
ク
を
お
願
い

し
て
い
る
。

　評
価
は
２
月
の
対
策
委
員

会
で
行
い
、
来
年
度
の
改
善
プ

ラ
ン
の
策
定
を
予
定
し
て
い

る
。

Q
教
員
の
多
忙
化
を

改
善
す
る
取
り
組
み
は

A
改
善
計
画
の
策
定
や

会
議
等
の
効
率
化
な
ど

対
応
を
進
め
て
い
る

石原　高明 議員
い し は ら た か あ き
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新たに設置されたコミュニティ・スクールディレクター

一般質問の内容は議会事務局で閲覧できます。

施策を問う施策を問う施策を問う ここが
聞きたい

Q
自
助
、
共
助
に
よ
る

地
域
防
災
力
の
強
化
を

A
各
地
区
で「
防
災
講
話
」を
実
施
し
、

地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
る

依田　茂巳 議員
よ だ し げ み

　今
年
度
よ
り
実
践
的
防
災
教
育
を

推
進
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
が
、い
つ
、

ど
の
よ
う
な
人
を
対
象
に
、
ど
ん
な
内

容
で
進
め
て
い
く
の
か
。

　今
年
度
は
危
機
管
理
担
当
職
員
を
中
心

に
、役
場
職
員
等
を
対
象
に
し
た
実
践
的

な
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
等
を
実
施
し

て
い
く
。

　ま
た
、地
域
防
災
力
強
化
に
向
け
て
、各

地
区
で「
防
災
講
話
」を
実
施
し
て
い
く
。

　初
動
対
応
力
の
向
上
は
ど
の
よ

う
な
内
容
で
、ど
ん
な
人
を
対
象
に

訓
練
を
行
う
の
か
。

　ま
た
、地
域
住
民
に
対
し
て
は
、

ど
ん
な
内
容
で
進
め
て
い
く
の
か
。

　行
政
の
初
動
対
応
は
課
題
の
一
つ

で
あ
り
、６
月
中
に
役
場
職
員
を
対

象
に
実
践
的
な
避
難
所
訓
練
を
行

う
。　ま

た
、８
月
27
日
の
町
の
総
合
防

災
訓
練
ま
で
に
各
区
の
役
員
会
な

ど
に
お
も
む
き
、
自
助
、
共
助
の
意

識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　（仮
称
）子
育
て
支
援
に
関
す
る

総
合
サ
ー
ビ
ス
拠
点
に
つ
い
て
、い

つ
、
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
な
施
設
を

設
け
る
の
か
。

　平
成
３２
年
度
の
整
備
を
目
安
と

し
、
場
所
は
現
在
、
町
内
の
空
き
施

設
等
の
再
活
用
も
考
え
な
が
ら
検

討
し
て
い
る
。

　親
御
さ
ん
の
居
場
所
と
し
て
の
機

能
を
持
ち
な
が
ら
、
総
合
的
な
相

談
機
能
も
有
し
、
子
育
て
支
援
の
総

合
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
施

設
を
考
え
て
い
る
。

　（仮
称
）生
涯
学
習
館
の
建
設
と

押
原
中
学
校
の
校
舎
増
築
な
ど
に

向
け
て
、
建
設
検
討
委
員
会
を
設

置
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、住
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
有
効
な
手
法
の
一
つ
だ
と
考

え
る
。

　建
設
の
検
討
は
具
体
的
に
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
進
め
方
で
行
っ
て
い
く

の
か
。

　生
涯
学
習
館
は
、
中
央
公
民
館

や
図
書
館
の
２
つ
の
施
設
の
機
能
を

合
わ
せ
持
っ
た
施
設
の
整
備
も
視
野

に
入
れ
て
い
る
。

　ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
検
討
委
員
会
の

立
ち
上
げ
な
ど
、
住
民
意
見
の
反

映
の
仕
方
も
含
め
て
、
柔
軟
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

　建
設
に
お
い
て
民
間
と
の
連
携

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　ま
た
過
程
に
お
い
て
議
会
と
の

意
見
交
流
も
大
切
だ
が
、
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

　具
体
的
な
整
備
内
容
等
が
決
まっ

た
ら
、民
間
と
の
連
携
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　議
会
に
は
、進
捗
状
況
等
も
含
め
、

作
業
工
程
の
節
目
ご
と
に
報
告
し
て

い
き
た
い
。

町
長

町
長

生
涯
学
習
課
長

町
長

Q
子
育
て
支
援
に
関
す
る

総
合
サ
ー
ビ
ス
拠
点
は

ど
の
よ
う
な
施
設
を

設
け
る
の
か

A
町
内
空
き
施
設
等
の

再
活
用
も
考
え
な
が
ら

検
討
し
て
い
る

Q
生
涯
学
習
館
の
建
設

な
ど
に
つ
い
て
の

具
体
的
な
進
め
方
は

A
住
民
意
見
の
反
映
の

仕
方
も
含
め
、
柔
軟
に

対
応
し
て
い
き
た
い

企
画
財
政
課
長

Q 国民健康保険法改正への対応は

A 国保運営が混乱しないよう十分な
準備を進めている

一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問

職員を対象にした机上訓練

再
質
問

再
質
問

依
田

依
田

依
田

石
原（
高
）

　国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に

よ
り
、
国
保
運
営
が
混
乱
し
な

い
た
め
の
対
策
は
。

　ま
た
、
保
険
料
の
算
定
は
３
方

式
に
移
行
す
る
の
か
。
移
行
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
何
年
度
か
ら
何

年
か
け
て
行
う
の
か
。

　制
度
改
正
に
伴
い
条
例
改
正

も
必
要
と
な
る
が
、
条
例
は
い
つ

頃
の
議
会
に
提
案
す
る
予
定
な

の
か
。

町
長

　シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
ー（
シ
ス
テ
ム
開

発
業
者
）と
情
報
交
換
を
十
分
に

行
い
、
制
度
改
正
に
関
す
る
研
修

会
等
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　保
険
料
の
算
定
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
の
新
制
度

施
行
を
も
っ
て
資
産
割
を
除
い

た
３
方
式
へ
の
移
行
を
考
え
て

い
る
。

　ま
た
条
例
改
正
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
１
月
か
ら
２
月
に
県

が
市
町
村
に
各
市
町
村
の
納
付

金
、
標
準
保
険
料
率
を
確
定
、

通
知
す
る
見
通
し
な
の
で
、
３

月
議
会
、
ま
た
は
６
月
議
会
に

上
程
す
る
こ
と
に
な
る
。

石
原（
高
）

　教
員
の
多
忙
化
改
善
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
て
、
今
後
、
考

え
て
い
る
取
り
組
み
は
あ
る

の
か
。

　運
動
部
活
動
へ
の
外
部
指

導
者
の
導
入
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
計
画
は
あ
る
の
か
。

　ま
た
、
町
内
の
小
中
学
校

で
取
り
入
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
外
部
人

材
活
用
の
整
合
性
や
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
。

教
育
長

　５
月
に「
昭
和
町
教
員
の
多

忙
化
改
善
対
策
委
員
会
」を

開
催
し
、
各
学
校
に
対
し
て

校
内
に
委
員
会
を
設
置
し
、

改
善
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

を
指
示
し
た
。

　教
育
委
員
会
と
し
て
も
主

催
の
会
議
・
調
査
等
の
効
率

化
や
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導

入
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　中
学
校
の
運
動
部
活
動
へ
の

外
部
指
導
者
導
入
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
２
名
の
外
部
顧
問
を

県
に
要
求
し
、
１
名
が
認
め
ら

れ
た
。
来
年
度
以
降
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
く
。

　ま
た
今
年
度
か
ら
は
地
域

人
材
と
学
校
の
橋
渡
し
を
行

う
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
を
設
置
し
た
。

　今
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
の
地
域
人
材
の
活
用
を
中

心
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

を
継
続
し
、
外
部
指
導
者
は
必

要
な
場
合
の
み
活
用
し
て
い
く

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

再
質
問

　取
り
組
み
の
検
証
や
改

善
は
誰
が
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
。

学
校
教
育
課
長

　学
校
と
教
育
委
員
会
が
そ

れ
ぞ
れ
の
改
善
計
画
を
策
定

し
、
実
行
の
段
階
で
は
各
学
校

の
多
忙
化
防
止
委
員
会
で
の

徹
底
し
た
チ
ェッ
ク
を
お
願
い

し
て
い
る
。

　評
価
は
２
月
の
対
策
委
員

会
で
行
い
、
来
年
度
の
改
善
プ

ラ
ン
の
策
定
を
予
定
し
て
い

る
。

Q
教
員
の
多
忙
化
を

改
善
す
る
取
り
組
み
は

A
改
善
計
画
の
策
定
や

会
議
等
の
効
率
化
な
ど

対
応
を
進
め
て
い
る

石原　高明 議員
い し は ら た か あ き
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もの忘れ検診チラシ

一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問

河住　保茂 議員
か わ す み や すし げ

Q リニア環境未来都市への対応は

A 道路整備や市街化調整区域の
開発などを検討していきたい

一般
質
問

一般
質
問

田
中

　昭
和
町
は
リ
ニ
ア
新
駅
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
や
市
街
化
調
整
区

域
の
開
発
等
に
よ
り
、
町
の
発

展
に
つ
な
げ
て
い
け
る
と
考
え

る
。　町

は
リ
ニ
ア
環
境
未
来
都
市
へ

の
対
応
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

　ま
た
、
近
隣
の
甲
府
市
、
中
央

市
で
は
既
に
リ
ニ
ア
対
策
課
が

設
置
さ
れ
て
い
て
、
本
町
に
お
い

て
も
リ
ニ
ア
対
策
部
門
の
新
設

が
急
務
と
考
え
る
が
、
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

町
長

　山
梨
県
が
今
年
３
月
に
整
備

方
針
を
策
定
し
、
発
表
し
た
リ
ニ

ア
環
境
未
来
都
市
の
対
象
エ
リ

ア
は
、
リ
ニ
ア
駅
か
ら
半
径
４

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
と
さ
れ
、

中
核
と
な
る
駅
周
辺
と
、
リ
ニ

ア
通
勤
者
な
ど
の
生
活
や
新

た
な
産
業
の
集
積
の
場
と
な
る

駅
近
郊
と
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。　昭

和
町
は
駅
近
郊
の
中
に

町
域
の
半
分
以
上
が
該
当
す

る
。　本

町
で
は
今
後
、
リ
ニ
ア
駅

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
や

市
街
化
調
整
区
域
を
含
め
た

町
の
将
来
都
市
構
造
を
設
定

し
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
定

め
、
施
策
や
事
業
へ
と
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　ま
た
、
本
町
は
リ
ニ
ア
の
駅

や
走
行
路
線
が
な
い
た
め
、
用

地
買
収
や
環
境
対
策
を
行
う

こ
と
は
な
く
、
現
段
階
で
は
リ

ニ
ア
対
策
課
の
設
置
は
必
要
な

い
と
考
え
て
い
る
。

田
中

　人
間
ド
ッ
ク
は
、
国
民
健
康

保
険
は
74
歳
ま
で
で
限
定
６

０
０
名
、
社
会
保
険
は
35
歳
か

ら
65
歳
ま
で
で
、
５
歳
刻
み
で

限
定
２
０
０
名
を
対
象
と
し

て
い
る
。

　１
０
０
歳
時
代
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
75
歳
以
上
の
多
く

の
方
か
ら
受
診
年
齢
の
引
き

上
げ
の
要
請
が
あ
る
が
、
そ
の

考
え
は
あ
る
か
。

町
長

　人
間
ド
ッ
ク
は
本
来
、
個
人

レ
ベ
ル
で
選
択
し
て
受
け
る
任
意

型
の
健
診
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　ま
た
、
75
歳
以
上
の
方
で
は
、

慢
性
疾
患
等
で
通
院
し
て
い
る

方
も
多
く
、
健
診
の
必
要
性
は

若
い
世
代
に
比
べ
て
低
い
。

　昭
和
町
で
は
毎
年
、
総
合
的

な
健
診
を
実
施
し
て
い
て
、
国

が
定
め
る
項
目
に
町
独
自
に
10

項
目
以
上
の
検
査
を
追
加
し
、

６５
歳
以
上
の
方
に
は
、
県
内
初

の
「
も
の
忘
れ
検
診
」
も
実
施

し
て
い
る
。

　今
年
度
か
ら
は
胃
が
ん
リ
ス
ク

検
診
も
導
入
し
、
さ
ら
に
精
度

の
高
い
健
診
の
実
施
に
努
め
て
い

る
。　ま

ず
は
身
近
な
地
域
で
の
健

診
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
を
優

先
し
、
人
間
ド
ッ
ク
の
対
象
年

齢
の
引
き
上
げ
は
慎
重
に
考
え

て
い
き
た
い
。

Q
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診

年
齢
の
引
き
上
げ
を

A
地
域
で
の
健
診
の

さ
ら
な
る
充
実
が
優
先

田中　博愛 議員
た な か ひ ろ よ し

Q 就学援助の入学準備金の入学前支給を

A 既に実施している市町村の例を
参考に検討していきたい

河
住

　文
部
科
学
省
に
よ
る
と
、
２
０

１
３
年
度
は
児
童
、
生
徒
の
６
人

に
１
人
が
就
学
援
助
を
受
け
た
。

　対
象
者
は
自
治
体
に
よ
っ
て
異

な
る
が
、
住
民
税
の
非
課
税
世
帯

や
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
世
帯

を
対
象
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
７

割
以
上
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
就
学
援

助
の
入
学
準
備
金
を
入
学
前
に

支
給
す
る
自
治
体
の
数
は
少
な

く
と
も
１
５
８
に
の
ぼ
り
、
そ
の

う
ち
１
３
９
は
今
春
実
施
か
来
春

実
施
予
定
で
あ
る
。

　山
梨
県
内
で
も
甲
府
市
や
南

ア
ル
プ
ス
市
、
上
野
原
市
、
市
川

三
郷
町
、
富
士
吉
田
市
な
ど
で
入

学
前
に
支
給
し
て
い
る
が
、
昭
和

町
に
お
い
て
も
入
学
前
に
支

給
で
き
な
い
か
。

教
育
長

　昭
和
町
で
は
就
学
援
助
費

に
つ
い
て
、「
昭
和
町
就
学
援

助
費
支
給
要
綱
」
に
基
づ
い
て

支
給
し
て
い
る
。

　入
学
準
備
金
を
３
月
に
受

給
で
き
れ
ば
、
就
学
援
助
を

受
け
て
い
る
家
庭
に
と
っ
て
非

常
に
良
い
が
、
受
給
者
の
決

定
が
前
年
の
所
得
で
決
ま
る

こ
と
か
ら
、
仮
に
３
月
に
支

給
す
る
た
め
に
は
、
前
々
年
の

所
得
で
決
定
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
。

　前
年
に
所
得
が
増
加
し
対

象
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ
た
家
庭

に
は
、
戻
入
し
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
に
な
っ
た
り
、
急
な
転

出
で
３
月
の
末
に
町
外
に
住
所

が
異
動
し
て
し
ま
っ
た
場
合
の

戻
入
方
法
を
ど
う
す
る
か
な

ど
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
が
生
じ
て
く
る
。

　今
後
、
課
題
の
解
決
方
法

を
、
県
内
市
町
村
で
既
に
実

施
し
て
い
る
例
な
ど
を
参
考
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　既
に
実
施
し
て
い
る
他
市

町
村
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ

は
あ
る
か
。

学
校
教
育
課
長

　甲
斐
市
に
お
い
て
は
基
準
を

前
々
年
の
所
得
に
し
て
い
る
が
、

直
近
の
所
得
で
な
い
た
め
、前
々

年
は
対
象
で
は
な
か
っ
た
が
、

前
年
で
は
対
象
に
な
る
の
に
受

給
で
き
な
い
場
合
が
考
え
ら

れ
、
そ
の
点
が
問
題
だ
と
感
じ

て
い
る
。

就学援助の入学準備金を支給しています。就学援助の入学準備金を支給しています。
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対
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が
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、
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に
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も
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部
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の
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が
急
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と
考
え
る
が
、
ど
う
取
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組
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で
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く
の
か
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長
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県
が
今
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３
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に
整
備
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針
を
策
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し
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発
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リ
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未
来
都
市
の
対
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は
、
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半
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キ
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メ
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ト
ル
程
度
と
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れ
、

中
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と
な
る
駅
周
辺
と
、
リ
ニ

ア
通
勤
者
な
ど
の
生
活
や
新

た
な
産
業
の
集
積
の
場
と
な
る

駅
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郊
と
で
構
成
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れ
て
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る
。　昭

和
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は
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郊
の
中
に
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域
の
半
分
以
上
が
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当
す

る
。　本
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で
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今
後
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へ
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道
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や

市
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調
整
区
域
を
含
め
た

町
の
将
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都
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ま
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方
針
を
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め
、
施
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や
事
業
へ
と
進
め
た

い
と
考
え
て
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る
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　ま
た
、
本
町
は
リ
ニ
ア
の
駅

や
走
行
路
線
が
な
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た
め
、
用

地
買
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や
環
境
対
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を
行
う

こ
と
は
な
く
、
現
段
階
で
は
リ

ニ
ア
対
策
課
の
設
置
は
必
要
な

い
と
考
え
て
い
る
。

田
中

　人
間
ド
ッ
ク
は
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国
民
健
康

保
険
は
74
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ま
で
で
限
定
６

０
０
名
、
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会
保
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は
35
歳
か

ら
65
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ま
で
で
、
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歳
刻
み
で

限
定
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０
０
名
を
対
象
と
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て
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。

　１
０
０
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時
代
を
迎
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る

に
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り
、
75
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以
上
の
多
く

の
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ら
受
診
年
齢
の
引
き

上
げ
の
要
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が
あ
る
が
、
そ
の

考
え
は
あ
る
か
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町
長

　人
間
ド
ッ
ク
は
本
来
、
個
人

レ
ベ
ル
で
選
択
し
て
受
け
る
任
意

型
の
健
診
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　ま
た
、
75
歳
以
上
の
方
で
は
、

慢
性
疾
患
等
で
通
院
し
て
い
る
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も
多
く
、
健
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の
必
要
性
は

若
い
世
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に
比
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低
い
。

　昭
和
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で
は
毎
年
、
総
合
的

な
健
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を
実
施
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て
い
て
、
国

が
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る
項
目
に
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に
10

項
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以
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の
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査
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追
加
し
、
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歳
以
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の
方
に
は
、
県
内
初

の
「
も
の
忘
れ
検
診
」
も
実
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て
い
る
。

　今
年
度
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ら
は
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ん
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ク
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導
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し
、
さ
ら
に
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度
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健
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実
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に
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る
。　ま
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健
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こ
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ド
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い
。
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齢
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診
の

さ
ら
な
る
充
実
が
優
先

A 開発などを検討していきたい

田中　博愛 議員
た な か ひ ろ よ し

Q 就学援助の入学準備金の入学前支給を

A 既に実施している市町村の例を
参考に検討していきたい

河
住

　文
部
科
学
省
に
よ
る
と
、
２
０

１
３
年
度
は
児
童
、
生
徒
の
６
人

に
１
人
が
就
学
援
助
を
受
け
た
。

　対
象
者
は
自
治
体
に
よ
っ
て
異

な
る
が
、
住
民
税
の
非
課
税
世
帯

や
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
世
帯

を
対
象
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
７

割
以
上
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
就
学
援

助
の
入
学
準
備
金
を
入
学
前
に

支
給
す
る
自
治
体
の
数
は
少
な

く
と
も
１
５
８
に
の
ぼ
り
、
そ
の

う
ち
１
３
９
は
今
春
実
施
か
来
春

実
施
予
定
で
あ
る
。

　山
梨
県
内
で
も
甲
府
市
や
南

ア
ル
プ
ス
市
、
上
野
原
市
、
市
川

三
郷
町
、
富
士
吉
田
市
な
ど
で
入

学
前
に
支
給
し
て
い
る
が
、
昭
和

町
に
お
い
て
も
入
学
前
に
支

給
で
き
な
い
か
。

教
育
長

　昭
和
町
で
は
就
学
援
助
費

に
つ
い
て
、「
昭
和
町
就
学
援

助
費
支
給
要
綱
」
に
基
づ
い
て

支
給
し
て
い
る
。

　入
学
準
備
金
を
３
月
に
受

給
で
き
れ
ば
、
就
学
援
助
を

受
け
て
い
る
家
庭
に
と
っ
て
非

常
に
良
い
が
、
受
給
者
の
決

定
が
前
年
の
所
得
で
決
ま
る

こ
と
か
ら
、
仮
に
３
月
に
支

給
す
る
た
め
に
は
、
前
々
年
の

所
得
で
決
定
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
。

　前
年
に
所
得
が
増
加
し
対

象
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ
た
家
庭

に
は
、
戻
入
し
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
に
な
っ
た
り
、
急
な
転

出
で
３
月
の
末
に
町
外
に
住
所

が
異
動
し
て
し
ま
っ
た
場
合
の

戻
入
方
法
を
ど
う
す
る
か
な

ど
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
が
生
じ
て
く
る
。

　今
後
、
課
題
の
解
決
方
法

を
、
県
内
市
町
村
で
既
に
実

施
し
て
い
る
例
な
ど
を
参
考
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　既
に
実
施
し
て
い
る
他
市

町
村
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ

は
あ
る
か
。

学
校
教
育
課
長

　甲
斐
市
に
お
い
て
は
基
準
を

前
々
年
の
所
得
に
し
て
い
る
が
、

直
近
の
所
得
で
な
い
た
め
、前
々

年
は
対
象
で
は
な
か
っ
た
が
、

前
年
で
は
対
象
に
な
る
の
に
受

給
で
き
な
い
場
合
が
考
え
ら

れ
、
そ
の
点
が
問
題
だ
と
感
じ

て
い
る
。

就学援助の入学準備金を支給しています。就学援助の入学準備金を支給しています。
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一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問

Q 子育て応援アプリの導入を

A 必要性を検討していきたい

一般
質
問

一般
質
問

河
田

　最
近
は
核
家
族
化
や
ひ
と
り

親
世
帯
の
増
加
な
ど
、
家
族
の

形
が
多
様
化
し
、
ま
た
共
働
き

も
あ
た
り
前
の
時
代
に
な
り
、

子
育
て
に
対
す
る
不
安
や
負
担

を
重
く
感
じ
る
保
護
者
も
多
い

の
で
は
と
感
じ
る
。

　携
帯
電
話
の
普
及
に
よ
り
、

子
育
て
世
代
で
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
利
用
が
増
え
、
気
軽
に

情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
保
護
者
の
不
安
感
や
負
担
軽

減
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ

れ
る「
子
育
て
応
援（
支
援
）ア
プ

リ
」を
導
入
す
る
自
治
体
が
増
え

て
い
る
。

　県
内
で
も
既
に
富
士
河
口
湖

町
、
南
ア
ル
プ
ス
市
で
ス
タ
ー
ト

し
、
今
年
度
は
甲
府
市
や
中
央

市
で
も
導
入
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

　本
町
で
も
ア
プ
リ
導
入
の

検
討
、
推
進
を
す
る
こ
と
を

提
案
す
る
。

町
長

　本
町
の
母
子
保
健
に
お
け
る

子
育
て
支
援
の
現
状
で
は
、
町

の
コ
ン
パ
ク
ト
さ
を
活
か
し
、
子

育
て
家
庭
と
保
健
師
の
顔
が
見

え
る
関
係
が
築
け
る
こ
と
が
大

き
な
強
み
だ
と
思
う
。

　子
育
て
ア
プ
リ
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
頼
ら
ず
、
子
育
て
の
不

安
感
の
軽
減
や
孤
立
化
の
防
止

が
で
き
る
こ
と
の
方
が
、「
子
育

て
し
や
す
い
ま
ち
」に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　コ
ン
パ
ク
ト
な
町
だ
か
ら
こ

そ
町
民
と
の
顔
が
見
え
る
関
係

性
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
の
で
、
ア
プ
リ
の
使
用

は
近
隣
市
の
状
況
を
み
な
が

ら
、
今
後
、
必
要
性
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

再
質
問

　子
育
て
応
援
ア
プ
リ
へ
の
対

応
は
今
す
ぐ
に
は
難
し
い
よ

う
だ
が
、
子
育
て
情
報
も
い
ろ

い
ろ
掲
載
さ
れ
て
い
る
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版
へ
の
対
応
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長

　町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
の
閲
覧
者
は
増
え

て
い
る
。

　現
在
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版
へ

の
対
応
も
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

Q 子どもの貧困対策の強化を

A 教育、生活の支援などに
今後も引き続き取り組んでいく

鷹
野

　厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
17
歳

以
下
の
子
ど
も
の
貧
困
率
が
２
０

１
２
年
時
点
で
１
６.
３
％
と
過

去
最
悪
を
更
新
し
、
全
国
で
６
人

に
１
人
が
貧
困
状
態
に
置
か
れ

て
い
る
。

　な
か
で
も
深
刻
な
の
が
、
ひ
と

り
親
家
庭
の
子
ど
も
で
、
貧
困
率

は
２
人
に
１
人
を
超
え
て
い
る
。

　平
成
26
年
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
総
合

的
に
推
進
す
る
た
め
の
大
綱
で

は
、
子
ど
も
の
将
来
が
生
ま
れ

育
っ
た
環
境
に
左
右
さ
れ
ず
、
貧

困
が
世
代
を
超
え
て
連
鎖
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
必
要
な
環
境

整
備
を
国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
く
と
し
て
い
る
。

　ま
た
、
こ
の
大
綱
に
基
づ
い

て
都
道
府
県
な
ど
地
方
公
共
団

体
は
対
策
を
検
討
す
る
場
の
設

置
や
対
策
計
画
の
策
定
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　昭
和
町
で
は
、
ど
の
よ
う
に

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
く
の
か
。

町
長

　国
が
作
成
し
た
「
子
ど
も
の

貧
困
対
策
に
関
す
る
大
綱
」

に
示
さ
れ
た
教
育
の
支
援
、
生

活
の
支
援
、
保
護
者
の
就
労
に

対
す
る
支
援
、
経
済
的
な
支

援
の
４
つ
に
つ
い
て
、
具
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　教
育
の
支
援
で
は
、
就
学
援

助
や
奨
学
金
制
度
の
利
用
促

進
、
無
料
で
参
加
で
き
る
学

力
向
上
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
、

町
単
教
員
の
配
置
に
よ
る
き
め

細
か
な
指
導
な
ど
を
実
施
し
、

今
年
度
か
ら
は
全
小
中
学
校
へ

の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配

置
が
実
現
し
て
い
る
。

　ま
た
福
祉
課
で
は
県
と
連

携
し
て
、
生
活
保
護
受
給
家

庭
や
就
学
援
助
利
用
家
庭
の

中
高
生
の
学
習
支
援
を
行
う

「
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
」

を
実
施
し
て
い
る
。

　今
後
も
引
き
続
き
、
子
ど

も
の
貧
困
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

再
質
問

　子
ど
も
の
貧
困
の
地
域
別
の

詳
細
デ
ー
タ
は
一
切
な
い
が
、

昭
和
町
の
子
ど
も
の
何
人
が
貧

困
状
態
に
あ
る
の
か
。

教
育
長

　０
歳
か
ら
17
歳
ま
で
の
貧
困
率

につい
て
本
町
の
デ
ー
タ
は
な
い
。

　山
梨
県
で
は
支
援
計
画
を
策

定
す
る
際
の
子
ど
も
貧
困
率
につ

い
て
は
、
就
学
援
助
を
受
け
て
い

る
者
の
割
合
と
し
て
い
る
。

　本
町
に
あ
て
は
め
る
と
、
３
月

の
時
点
で
小
学
生
94
人
、
中
学

生
69
人
、
計
１
６
３
人
で
、
小
中

学
校
全
体
の
9.3
％
が
就
学
援
助

を
受
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

河田　あけみ 議員
か わ だ あ け み 鷹野　一雄 議員

た か の か ず お

子どもの貧困対策に関する
当面の重点施策

子どもの貧困対策に関する
当面の重点施策

教育の支援教育の支援 生活の支援生活の支援

保護者に対する就労の支援保護者に対する就労の支援

経済的支援経済的支援

子どもの貧困に関する調査研究等子どもの貧困に関する調査研究等

施策の推進体制等施策の推進体制等
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質
問

一般
質
問

一般
質
問
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質
問

Q 子育て応援アプリの導入を

A 必要性を検討していきたい

一般
質
問

一般
質
問

河
田

　最
近
は
核
家
族
化
や
ひ
と
り

親
世
帯
の
増
加
な
ど
、
家
族
の

形
が
多
様
化
し
、
ま
た
共
働
き

も
あ
た
り
前
の
時
代
に
な
り
、

子
育
て
に
対
す
る
不
安
や
負
担

を
重
く
感
じ
る
保
護
者
も
多
い

の
で
は
と
感
じ
る
。

　携
帯
電
話
の
普
及
に
よ
り
、

子
育
て
世
代
で
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
利
用
が
増
え
、
気
軽
に

情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
保
護
者
の
不
安
感
や
負
担
軽

減
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ

れ
る「
子
育
て
応
援（
支
援
）ア
プ

リ
」を
導
入
す
る
自
治
体
が
増
え

て
い
る
。

　県
内
で
も
既
に
富
士
河
口
湖

町
、
南
ア
ル
プ
ス
市
で
ス
タ
ー
ト

し
、
今
年
度
は
甲
府
市
や
中
央

市
で
も
導
入
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

　本
町
で
も
ア
プ
リ
導
入
の

検
討
、
推
進
を
す
る
こ
と
を

提
案
す
る
。

町
長

　本
町
の
母
子
保
健
に
お
け
る

子
育
て
支
援
の
現
状
で
は
、
町

の
コ
ン
パ
ク
ト
さ
を
活
か
し
、
子

育
て
家
庭
と
保
健
師
の
顔
が
見

え
る
関
係
が
築
け
る
こ
と
が
大

き
な
強
み
だ
と
思
う
。

　子
育
て
ア
プ
リ
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
頼
ら
ず
、
子
育
て
の
不

安
感
の
軽
減
や
孤
立
化
の
防
止

が
で
き
る
こ
と
の
方
が
、「
子
育

て
し
や
す
い
ま
ち
」に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　コ
ン
パ
ク
ト
な
町
だ
か
ら
こ

そ
町
民
と
の
顔
が
見
え
る
関
係

性
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
の
で
、
ア
プ
リ
の
使
用

は
近
隣
市
の
状
況
を
み
な
が

ら
、
今
後
、
必
要
性
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

再
質
問

　子
育
て
応
援
ア
プ
リ
へ
の
対

応
は
今
す
ぐ
に
は
難
し
い
よ

う
だ
が
、
子
育
て
情
報
も
い
ろ

い
ろ
掲
載
さ
れ
て
い
る
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版
へ
の
対
応
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長

　町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
の
閲
覧
者
は
増
え

て
い
る
。

　現
在
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版
へ

の
対
応
も
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

Q 子どもの貧困対策の強化を

A 教育、生活の支援などに
今後も引き続き取り組んでいく

鷹
野

　厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
17
歳

以
下
の
子
ど
も
の
貧
困
率
が
２
０

１
２
年
時
点
で
１
６.

３
％
と
過

去
最
悪
を
更
新
し
、
全
国
で
６
人

に
１
人
が
貧
困
状
態
に
置
か
れ

て
い
る
。

　な
か
で
も
深
刻
な
の
が
、
ひ
と

り
親
家
庭
の
子
ど
も
で
、
貧
困
率

は
２
人
に
１
人
を
超
え
て
い
る
。

　平
成
26
年
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
総
合

的
に
推
進
す
る
た
め
の
大
綱
で

は
、
子
ど
も
の
将
来
が
生
ま
れ

育
っ
た
環
境
に
左
右
さ
れ
ず
、
貧

困
が
世
代
を
超
え
て
連
鎖
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
必
要
な
環
境

整
備
を
国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
く
と
し
て
い
る
。

　ま
た
、
こ
の
大
綱
に
基
づ
い

て
都
道
府
県
な
ど
地
方
公
共
団

体
は
対
策
を
検
討
す
る
場
の
設

置
や
対
策
計
画
の
策
定
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　昭
和
町
で
は
、
ど
の
よ
う
に

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
く
の
か
。

町
長

　国
が
作
成
し
た
「
子
ど
も
の

貧
困
対
策
に
関
す
る
大
綱
」

に
示
さ
れ
た
教
育
の
支
援
、
生

活
の
支
援
、
保
護
者
の
就
労
に

対
す
る
支
援
、
経
済
的
な
支

援
の
４
つ
に
つ
い
て
、
具
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　教
育
の
支
援
で
は
、
就
学
援

助
や
奨
学
金
制
度
の
利
用
促

進
、
無
料
で
参
加
で
き
る
学

力
向
上
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
、

町
単
教
員
の
配
置
に
よ
る
き
め

細
か
な
指
導
な
ど
を
実
施
し
、

今
年
度
か
ら
は
全
小
中
学
校
へ

の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配

置
が
実
現
し
て
い
る
。

　ま
た
福
祉
課
で
は
県
と
連

携
し
て
、
生
活
保
護
受
給
家

庭
や
就
学
援
助
利
用
家
庭
の

中
高
生
の
学
習
支
援
を
行
う

「
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
」

を
実
施
し
て
い
る
。

　今
後
も
引
き
続
き
、
子
ど

も
の
貧
困
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

再
質
問

　子
ど
も
の
貧
困
の
地
域
別
の

詳
細
デ
ー
タ
は
一
切
な
い
が
、

昭
和
町
の
子
ど
も
の
何
人
が
貧

困
状
態
に
あ
る
の
か
。

教
育
長

　０
歳
か
ら
17
歳
ま
で
の
貧
困
率

につい
て
本
町
の
デ
ー
タ
は
な
い
。

　山
梨
県
で
は
支
援
計
画
を
策

定
す
る
際
の
子
ど
も
貧
困
率
につ

い
て
は
、
就
学
援
助
を
受
け
て
い

る
者
の
割
合
と
し
て
い
る
。

　本
町
に
あ
て
は
め
る
と
、
３
月

の
時
点
で
小
学
生
94
人
、
中
学

生
69
人
、
計
１
６
３
人
で
、
小
中

学
校
全
体
の
9.3
％
が
就
学
援
助

を
受
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

河田　あけみ 議員
か わ だ あ け み 鷹野　一雄 議員

た か の か ず お

子どもの貧困対策に関する
当面の重点施策

子どもの貧困対策に関する
当面の重点施策

教育の支援教育の支援 生活の支援生活の支援

保護者に対する就労の支援保護者に対する就労の支援

経済的支援経済的支援

子どもの貧困に関する調査研究等子どもの貧困に関する調査研究等

施策の推進体制等施策の推進体制等
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「いきいき百歳体操」

遠くて大変！！

一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問

Q 昭和町の介護予防の体制は

A 町と地域包括支援センターを
中心に重層的に展開している

一般
質
問

一般
質
問

石
原（
一
）

　将
来
の
さ
ら
な
る
高
齢
化
を

見
据
え
た
中
で
、
社
会
福
祉
協
議

会
に
よ
る
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
、
実
施
が
必
要
だ
。

　本
町
で
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
実

施
で
き
る
よ
う
に
幅
広
く
育
成
、

指
導
は
で
き
な
い
か
。

　ま
た
、
本
町
で
は
ど
の
よ
う
な

介
護
予
防
の
体
制
で
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。

町
長

　介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

た
平
成
12
年
当
初
、
町
内
に
は
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
１
ヵ
所
だ
っ

た
が
、
平
成
29
年
４
月
現
在
、８
ヵ

所
に
ま
で
増
え
て
い
る
。

　人
口
規
模
か
ら
考
え
て
も
、
本

町
で
は
事
業
所
数
も
受
け
入

れ
可
能
数
も
十
分
足
り
て
い

る
状
況
に
あ
る
。
社
協
に
よ
る

新
た
な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
が
少
な
い

と
い
え
る
。

　ま
た
、
介
護
予
防
事
業
は
、

い
き
い
き
健
康
課
の
健
康
増
進

係
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
、
福
祉
課
や
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
の
も
と
、

重
層
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　昨
年
度
か
ら
は
国
の
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
、
住
民
主
体
の
介

護
予
防
で
あ
る「
百
歳
体
操
」に

も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
今
年

度
か
ら
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
し
て
介

護
予
防
の
推
進
を
行
って
い
る
。

　昭
和
町
は
、
要
介
護
認
定

率
が
全
国
一
低
い
山
梨
県
の
中

で
も
、
要
介
護
２
以
下
の
認
定

率
が
27
市
町
村
中
、５
番
目
に

低
く
、
一
連
の
介
護
予
防
の
取

り
組
み
の
成
果
が
表
れ
て
い
る

と
思
う
。

再
質
問

　他
の
市
町
で
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
社
協
が
行
っ
て
い
る

が
、
本
町
で
行
わ
な
か
っ
た
理

由
は
な
に
か
。

　ま
た
、
独
自
の
福
祉
事
業

を
新
た
に
開
発
し
て
い
く
指

導
を
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

福
祉
課
長

　他
の
福
祉
施
設
に
委
託
し
て

い
た
こ
と
や
、
社
協
は
介
護
保

険
に
対
象
に
な
ら
な
い
方
の
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て

の
期
待
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
わ
な
か
っ

た
一
番
の
理
由
だ
と
思
う
。

　地
域
福
祉
の
増
進
に
社
協
の

活
躍
は
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後

も
社
協
の
自
主
自
立
が
進
む
よ

う
、
連
携
を
と
り
な
が
ら
指
導

し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　今
後
、
介
護
予
防
を
行
う

に
は
一
つ
の
係
を
設
け
て
大
々

的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

い
き
い
き
健
康
課
長

　介
護
予
防
事
業
は
対
象
者

の
健
康
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
多

様
な
働
き
か
け
が
求
め
ら
れ
る

も
の
で
、
個
別
、
集
団
支
援
を

組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
生
き
甲
斐
づ
く
り
も

介
護
予
防
の
一
つ
で
あ
り
、
非

常
に
幅
広
く
重
層
的
な
仕
組

み
な
の
で
、
一
つ
に
集
約
し
て
行
っ

て
い
く
の
は
難
し
く
、い
ろ
い
ろ

部
署
が
連
携
し
て
取
り
組
む
方

が
効
果
的
と
考
え
て
い
る
。

Q 粗大ごみ収集場所を地区輪番制に

A 現在の総合体育館駐車場が
最適な場所である

堀　粗
大
ご
み
の
収
集
場
所
が
町

総
合
体
育
館
の
駐
車
場
と
な
っ
て

４
年
が
経
っ
た
。

　不
法
投
棄
の
減
少
や
経
費
の

削
減
な
ど
良
い
部
分
も
あ
る
が
、

収
集
場
所
が
遠
く
て
粗
大
ご
み

を
出
し
に
行
く
の
が
大
変
、
出
せ

な
い
と
い
う
不
満
の
声
も
あ
る
。

　収
集
場
所
を
１
年
が
12
カ
月

あ
る
の
で
、
町
内
12
地
区
で
順
番

に
回
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

必
要
な
収
集
場
所
を
確
保
で
き

な
い
地
区
や
順
番
の
混
乱
も
あ
り

得
る
の
で
、
押
原
地
区
、
西
条
地

区
、
常
永
地
区
の
３
地
区
で
収
集

場
所
を
順
番
に
回
し
て
い
く
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

　町
内
に
は
大
型
の
セ
レ
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
の
駐
車
場
、
工
場
や
量

販
店
の
駐
車
場
な
ど
、
探
せ
ば

広
い
場
所
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

　官
民
共
同
の
時
代
の
今
、
民

間
に
も
協
力
し
て
も
ら
え
る

も
の
だ
と
思
う
。

　３
ヶ
月
に
一
回
で
も
い
い
の

で
、
近
く
に
粗
大
ご
み
を
だ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
助
か
る
、

と
い
う
高
齢
者
の
声
が
あ
る

こ
と
を
伝
え
て
お
く
。

　早
急
に
輪
番
制
を
導
入
す

べ
て
き
だ
と
考
え
る
。

町
長

　粗
大
ご
み
の
収
集
場
所
を

町
内
一
箇
所
に
し
て
か
ら
４
年

が
経
過
し
て
、
町
民
に
定
着

し
、
ま
た
粗
大
ご
み
以
外
の
ご

み
の
搬
入
や
町
外
者
の
粗
大
ご

み
の
搬
入
の
解
消
、
リ
サ
イ
ク

ル
業
者
の
排
除
等
の
実
績
が
で

き
た
。

　粗
大
ご
み
の
一
括
収
集
に
は

広
い
場
所
が
必
要
で
あ
り
、

早
朝
か
ら
昼
過
ぎ
ま
で
自
由

に
使
え
る
場
所
で
、
大
型
ト

ラ
ッ
ク
等
が
動
き
回
れ
る
舗
装

さ
れ
た
場
所
で
あ
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
。

　ま
た
、
現
在
の
収
集
場
所
の

総
合
体
育
館
は
町
の
中
央
に

あ
る
。

　３
地
区
で
収
集
場
所
を
順

番
に
回
し
た
場
合
、
地
区
に

よ
っ
て
は
現
在
の
２
倍
の
距
離

と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　ま
た
、
地
区
輪
番
制
に
変

え
る
と
、
今
月
は
ど
の
地
区
に

搬
入
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら

な
く
な
る
な
ど
、
新
た
な
混

乱
が
生
じ
る
と
思
わ
れ
る
。

　や
は
り
町
の
中
央
に
位
置

し
、
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で

き
る
総
合
体
育
館
の
駐
車
場

が
最
適
で
あ
る
と
考
え
る
。

堀　門太 議員
ほ り も ん た

石原　一好 議員
い し は ら か ず よし
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「いきいき百歳体操」

遠くて大変！！

一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問

一般
質
問

Q 昭和町の介護予防の体制は

A 町と地域包括支援センターを
中心に重層的に展開している

一般
質
問

一般
質
問

石
原（
一
）

　将
来
の
さ
ら
な
る
高
齢
化
を

見
据
え
た
中
で
、
社
会
福
祉
協
議

会
に
よ
る
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
、
実
施
が
必
要
だ
。

　本
町
で
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
実

施
で
き
る
よ
う
に
幅
広
く
育
成
、

指
導
は
で
き
な
い
か
。

　ま
た
、
本
町
で
は
ど
の
よ
う
な

介
護
予
防
の
体
制
で
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。

町
長

　介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

た
平
成
12
年
当
初
、
町
内
に
は
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
１
ヵ
所
だ
っ

た
が
、
平
成
29
年
４
月
現
在
、８
ヵ

所
に
ま
で
増
え
て
い
る
。

　人
口
規
模
か
ら
考
え
て
も
、
本

町
で
は
事
業
所
数
も
受
け
入

れ
可
能
数
も
十
分
足
り
て
い

る
状
況
に
あ
る
。
社
協
に
よ
る

新
た
な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
が
少
な
い

と
い
え
る
。

　ま
た
、
介
護
予
防
事
業
は
、

い
き
い
き
健
康
課
の
健
康
増
進

係
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
、
福
祉
課
や
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
の
も
と
、

重
層
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　昨
年
度
か
ら
は
国
の
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
、
住
民
主
体
の
介

護
予
防
で
あ
る「
百
歳
体
操
」に

も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
今
年

度
か
ら
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
し
て
介

護
予
防
の
推
進
を
行
って
い
る
。

　昭
和
町
は
、
要
介
護
認
定

率
が
全
国
一
低
い
山
梨
県
の
中

で
も
、
要
介
護
２
以
下
の
認
定

率
が
27
市
町
村
中
、５
番
目
に

低
く
、
一
連
の
介
護
予
防
の
取

り
組
み
の
成
果
が
表
れ
て
い
る

と
思
う
。

再
質
問

　他
の
市
町
で
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
社
協
が
行
っ
て
い
る

が
、
本
町
で
行
わ
な
か
っ
た
理

由
は
な
に
か
。

　ま
た
、
独
自
の
福
祉
事
業

を
新
た
に
開
発
し
て
い
く
指

導
を
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

福
祉
課
長

　他
の
福
祉
施
設
に
委
託
し
て

い
た
こ
と
や
、
社
協
は
介
護
保

険
に
対
象
に
な
ら
な
い
方
の
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て

の
期
待
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
わ
な
か
っ

た
一
番
の
理
由
だ
と
思
う
。

　地
域
福
祉
の
増
進
に
社
協
の

活
躍
は
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後

も
社
協
の
自
主
自
立
が
進
む
よ

う
、
連
携
を
と
り
な
が
ら
指
導

し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　今
後
、
介
護
予
防
を
行
う

に
は
一
つ
の
係
を
設
け
て
大
々

的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

い
き
い
き
健
康
課
長

　介
護
予
防
事
業
は
対
象
者

の
健
康
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
多

様
な
働
き
か
け
が
求
め
ら
れ
る

も
の
で
、
個
別
、
集
団
支
援
を

組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
生
き
甲
斐
づ
く
り
も

介
護
予
防
の
一
つ
で
あ
り
、
非

常
に
幅
広
く
重
層
的
な
仕
組

み
な
の
で
、
一
つ
に
集
約
し
て
行
っ

て
い
く
の
は
難
し
く
、い
ろ
い
ろ

部
署
が
連
携
し
て
取
り
組
む
方

が
効
果
的
と
考
え
て
い
る
。

Q 粗大ごみ収集場所を地区輪番制に

A 現在の総合体育館駐車場が
最適な場所である

堀　粗
大
ご
み
の
収
集
場
所
が
町

総
合
体
育
館
の
駐
車
場
と
な
っ
て

４
年
が
経
っ
た
。

　不
法
投
棄
の
減
少
や
経
費
の

削
減
な
ど
良
い
部
分
も
あ
る
が
、

収
集
場
所
が
遠
く
て
粗
大
ご
み

を
出
し
に
行
く
の
が
大
変
、
出
せ

な
い
と
い
う
不
満
の
声
も
あ
る
。

　収
集
場
所
を
１
年
が
12
カ
月

あ
る
の
で
、
町
内
12
地
区
で
順
番

に
回
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

必
要
な
収
集
場
所
を
確
保
で
き

な
い
地
区
や
順
番
の
混
乱
も
あ
り

得
る
の
で
、
押
原
地
区
、
西
条
地

区
、
常
永
地
区
の
３
地
区
で
収
集

場
所
を
順
番
に
回
し
て
い
く
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

　町
内
に
は
大
型
の
セ
レ
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
の
駐
車
場
、
工
場
や
量

販
店
の
駐
車
場
な
ど
、
探
せ
ば

広
い
場
所
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

　官
民
共
同
の
時
代
の
今
、
民

間
に
も
協
力
し
て
も
ら
え
る

も
の
だ
と
思
う
。

　３
ヶ
月
に
一
回
で
も
い
い
の

で
、
近
く
に
粗
大
ご
み
を
だ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
助
か
る
、

と
い
う
高
齢
者
の
声
が
あ
る

こ
と
を
伝
え
て
お
く
。

　早
急
に
輪
番
制
を
導
入
す

べ
て
き
だ
と
考
え
る
。

町
長

　粗
大
ご
み
の
収
集
場
所
を

町
内
一
箇
所
に
し
て
か
ら
４
年

が
経
過
し
て
、
町
民
に
定
着

し
、
ま
た
粗
大
ご
み
以
外
の
ご

み
の
搬
入
や
町
外
者
の
粗
大
ご

み
の
搬
入
の
解
消
、
リ
サ
イ
ク

ル
業
者
の
排
除
等
の
実
績
が
で

き
た
。

　粗
大
ご
み
の
一
括
収
集
に
は

広
い
場
所
が
必
要
で
あ
り
、

早
朝
か
ら
昼
過
ぎ
ま
で
自
由

に
使
え
る
場
所
で
、
大
型
ト

ラ
ッ
ク
等
が
動
き
回
れ
る
舗
装

さ
れ
た
場
所
で
あ
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
。

　ま
た
、
現
在
の
収
集
場
所
の

総
合
体
育
館
は
町
の
中
央
に

あ
る
。

　３
地
区
で
収
集
場
所
を
順

番
に
回
し
た
場
合
、
地
区
に

よ
っ
て
は
現
在
の
２
倍
の
距
離

と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　ま
た
、
地
区
輪
番
制
に
変

え
る
と
、
今
月
は
ど
の
地
区
に

搬
入
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら

な
く
な
る
な
ど
、
新
た
な
混

乱
が
生
じ
る
と
思
わ
れ
る
。

　や
は
り
町
の
中
央
に
位
置

し
、
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で

き
る
総
合
体
育
館
の
駐
車
場

が
最
適
で
あ
る
と
考
え
る
。

堀　門太 議員
ほ り も ん た

石原　一好 議員
い し は ら か ず よし
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広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告追跡追跡
平成28年3月議会　質問者：石原　高明議員

議員の質問に、当局がその後どのように対応し、どうなっているかを追跡・検証してみました。

あの一般質問は
    どうなった？
あの一般質問は
    どうなった？

昭和町地区
担当職員制度について

　この制度は全国的にもあ
まり例がなく、経常的に区と
行政の関係性を高める制度
のため、効果がなかなか見
えにくく、改善を行っている
とのこと。
　係長職のスキルアップ等
にも活用されるため、これ
から制度の充実を図りたい
とのことだったが、今後どの
ように取り組んでいくのか

ようこそ昭和町へ・・・ようこそ昭和町へ・・・
★青森県おいらせ町議会

対応：議長・副議長・議会運営委員長・3常任委員長・
前議長

日時：平成29年5月16日（火）午後1時30分～

　制度開始から5年を経過
し、一定の成果は見られた
が、区長会や、係長会議で
のアンケート調査をもとに、
制度の見直しが必要とのこ
とから、29年3月に制度を
休止する。
　地域への説明等について
は必要に応じ、行うことを考
えている。

追
跡

問

そ
の
後

・議会活性化への取り組みについて
・住民に開かれた議会について
・これまでの議会改革や見直し等の
 事例について

内容

山梨県後期高齢者医療広域連合事務組合議会 報告
議会開催はありませんでした。 報告議員：中澤　康夫

（県下27市町村で構成）

広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告
甲府地区広域行政事務組合議会 報告

日　　時：
予算概要：

平成29年3月29日（水）
平成29年度一般会計当初予算…5,422万9千円
その他平成29年度特別会計…37億6,002万8千円
合計…38億1,425万7千円
【そのうち昭和町の負担金…2億2,883万1千円】
※補正予算、条例、その他も議決

報告議員：三井　猛・田中　博愛
　（3市1町で構成）

※補正予算、条例、その他も議決

中巨摩地区広域事務組合議会 報告
日　　時：
予算概要：

平成29年3月30日（木）
平成29年度一般会計当初予算…4,179万9千円
その他平成29年度特別会計…15億2,300万千円
合計…15億6,479万9千円
【そのうち昭和町の負担金…1億5,204万1千円】
※補正予算、条例、その他も議決

報告議員：河田　あけみ・依田　茂巳
　（3市3町で構成）

山梨県後期高齢者医療広域連合事務組合議会 報告

※補正予算、条例、その他も議決

三郡衛生組合議会 報告 
日　　時：
予算概要：

平成29年3月30日（木）
平成29年度一般会計当初予算…2,072万8千円
その他平成29年度特別会計…4億2,190万9千円
合計…4億4,263万7千円
【そのうち昭和町の負担金…2,691万円】　※補正予算、条例、その他も議決

報告議員：樋口　敏夫・薬袋　義久
　（2市3町で構成）

5月臨時会において広域事務組合議会議員の構成が変わりました！！
新体制で頑張ります！！

甲府地区広域行政事務組合議会議員
塚原　將司  ・ 依 田 　 茂 巳

三郡衛生組合議会議員
石 原 　高明  ・ 石 原 　 一 好

中巨摩地区広域事務組合議会議員
遠藤　辰男  ・ 金 丸 　 富 一

山梨県後期高齢者医療広域連合事務組合議会議員
三井　猛
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広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告広域事務組合議会報告追跡追跡
平成28年3月議会　質問者：石原　高明議員

議員の質問に、当局がその後どのように対応し、どうなっているかを追跡・検証してみました。

あの一般質問は
    どうなった？
あの一般質問は
    どうなった？

昭和町地区
担当職員制度について

　この制度は全国的にもあ
まり例がなく、経常的に区と
行政の関係性を高める制度
のため、効果がなかなか見
えにくく、改善を行っている
とのこと。
　係長職のスキルアップ等
にも活用されるため、これ
から制度の充実を図りたい
とのことだったが、今後どの
ように取り組んでいくのか

ようこそ昭和町へ・・・ようこそ昭和町へ・・・
★青森県おいらせ町議会

対応：議長・副議長・議会運営委員長・3常任委員長・
前議長

日時：平成29年5月16日（火）午後1時30分～

　制度開始から5年を経過
し、一定の成果は見られた
が、区長会や、係長会議で
のアンケート調査をもとに、
制度の見直しが必要とのこ
とから、29年3月に制度を
休止する。
　地域への説明等について
は必要に応じ、行うことを考
えている。

追
跡

問

そ
の
後

・議会活性化への取り組みについて
・住民に開かれた議会について
・これまでの議会改革や見直し等の
 事例について

内容

山梨県後期高齢者医療広域連合事務組合議会 報告
議会開催はありませんでした。 報告議員：中澤　康夫

（県下27市町村で構成）

甲府地区広域行政事務組合議会 報告
日　　時：
予算概要：

平成29年3月29日（水）
平成29年度一般会計当初予算…5,422万9千円
その他平成29年度特別会計…37億6,002万8千円
合計…38億1,425万7千円
【そのうち昭和町の負担金…2億2,883万1千円】
※補正予算、条例、その他も議決

報告議員：三井　猛・田中　博愛
　（3市1町で構成）

中巨摩地区広域事務組合議会 報告
日　　時：
予算概要：

平成29年3月30日（木）
平成29年度一般会計当初予算…4,179万9千円
その他平成29年度特別会計…15億2,300万千円
合計…15億6,479万9千円
【そのうち昭和町の負担金…1億5,204万1千円】
※補正予算、条例、その他も議決

報告議員：河田　あけみ・依田　茂巳
　（3市3町で構成）

三郡衛生組合議会 報告 
日　　時：
予算概要：

平成29年3月30日（木）
平成29年度一般会計当初予算…2,072万8千円
その他平成29年度特別会計…4億2,190万9千円
合計…4億4,263万7千円
【そのうち昭和町の負担金…2,691万円】　※補正予算、条例、その他も議決

報告議員：樋口　敏夫・薬袋　義久
　（2市3町で構成）

5月臨時会において広域事務組合議会議員の構成が変わりました！！
新体制で頑張ります！！

甲府地区広域行政事務組合議会議員
塚原　將司  ・ 依 田 　 茂 巳

三郡衛生組合議会議員
石原　高明  ・ 石 原 　 一 好

中巨摩地区広域事務組合議会議員
遠藤　辰男  ・ 金 丸 　 富 一

山梨県後期高齢者医療広域連合事務組合議会議員
三井　猛
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第
６
回議員記者が行く議員記者が行く議員記者が行く

議員記者が行く！のテーマは「町を守る」。町内で活躍する皆様にスポットを当て、
活動の姿を追っていきます。今回は昭和町ホタル愛護会会長の浅川武男さんを取材しました。

空欄に当てはまる言葉を入れてください。

1新議会構成決まる！　新議長　名前は○○○○！
2一般質問ここがききたい！　今定例会の質問者数は○人！
3議員記者が行く！　○○○愛護会へ取材！

Q 主な活動は？

A ①ホタルの人工ふ化と幼虫の飼育
②ホタル保護ゾーンの設定と環境整備活動
③ホタルの幼虫放流可能地の調査、選定
④幼稚園児や関係者によるホタル幼虫の放流式の開催
⑤ホタル観賞会（ホタル夜会）の実施等
⑥昭和町の源氏ホタルの歴史を伝えていく諸事業等

しょうわ保育園 園児によるホタル放流式

ホタル愛護会 総会

Q これからの活動と課題

A 出来るだけ多くの幼虫を育て成虫になるまでの環
境の良い適地を探し放流していく予定であります。
放流は河川や池ですが私有地にかかることも多く地
権者に迷惑のかからないよう心掛けています。また
蛍は背光性でかつ繊細な昆虫で成虫になる確率は
低くどう確率を上げていくのかが今後の課題です。

Q 会長さんとして町の皆さまに伝えたいことは？

A 昭和町の歴史を語るとき源氏ホタル抜きには語れません。ホ
タルの人工飼育はなかなか思うようには行きませんが何と
か「ホタルの里」の復活をめざし愛護活動をつづけ新旧住民
の融和の象徴としてのホタルを守っていきたいと思っており
ますので町民のご理解とご協力をお願い申し上げます。

ホタル愛護会 役員会

ホタル愛護会からのお願い。   ○ホタルに関する古い写真資料がありましたら生涯学習課まで連絡いただけると幸いです。

会長へのインタビュー

お詫びと訂正
　議会だよりしょうわ173号の記載に誤りがありました。
田中　博愛議員の質問のページについて、

誤「市街化調整区域の拡大を」　正「市街化区域の拡大を」です。
大変申し訳ありませんでした。

議会だより、最優秀賞おめでとうございま
す。これからも町民に愛される広報を大変
ですが作ってください。活躍を祈ります。 

（74歳・男性）

展望タワーで観光振興を
提案された議員さんがお
られましたが、展望タワー
だけの収入で建設のた
めの借金を払いきれるの
でしょうか。昭和町は、取
り立て一大観光地として
の役割はありませんが、
もっと先に税金の使い道
があると思います。タワー
の建設には反対です。

（57歳・女性）

【応募方法】
①クイズの答え　②住所　③氏名（ふりがな）
④年齢　⑤議会だよりを読んだ感想
を記入して、はがき・FAXまたはメールにてお送り
ください。議会だよりへの要望・意見等もありまし
たら、お受けいたします。

【あて先】
●〒409-3880 昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX:055-275-0370
●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp
《しめきり》　8月末日消印有効

議 会 ク イ ズ 正解者の中から抽選で5名の方に
図書カードをお送りいたします。

ヒント

議会だより
174号（この号）を
読んでください

Q 源氏ホタル愛護会とはどんな組織ですか？

A 昭和町の象徴は源氏ホタルです。都市化の進む本町
で、かつてのような源氏ホタルの復活を願う町民が
自発的に集まり活動を続けてきた組織です。

No.173に対する
前回のお葉書で

こんなご意見をいただきました！

（77歳・女性）

（80歳・女性）
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回議員記者が行く議員記者が行く議員記者が行く

議員記者が行く！のテーマは「町を守る」。町内で活躍する皆様にスポットを当て、
活動の姿を追っていきます。今回は昭和町ホタル愛護会会長の浅川武男さんを取材しました。

空欄に当てはまる言葉を入れてください。

1新議会構成決まる！　新議長　名前は○○○○！
2一般質問ここがききたい！　今定例会の質問者数は○人！
3議員記者が行く！　○○○愛護会へ取材！

Q 主な活動は？

A ①ホタルの人工ふ化と幼虫の飼育
②ホタル保護ゾーンの設定と環境整備活動
③ホタルの幼虫放流可能地の調査、選定
④幼稚園児や関係者によるホタル幼虫の放流式の開催
⑤ホタル観賞会（ホタル夜会）の実施等
⑥昭和町の源氏ホタルの歴史を伝えていく諸事業等

しょうわ保育園 園児によるホタル放流式

ホタル愛護会 総会

Q これからの活動と課題

A 出来るだけ多くの幼虫を育て成虫になるまでの環
境の良い適地を探し放流していく予定であります。
放流は河川や池ですが私有地にかかることも多く地
権者に迷惑のかからないよう心掛けています。また
蛍は背光性でかつ繊細な昆虫で成虫になる確率は
低くどう確率を上げていくのかが今後の課題です。

Q 会長さんとして町の皆さまに伝えたいことは？

A 昭和町の歴史を語るとき源氏ホタル抜きには語れません。ホ
タルの人工飼育はなかなか思うようには行きませんが何と
か「ホタルの里」の復活をめざし愛護活動をつづけ新旧住民
の融和の象徴としてのホタルを守っていきたいと思っており
ますので町民のご理解とご協力をお願い申し上げます。

ホタル愛護会 役員会

ホタル愛護会からのお願い。   ○ホタルに関する古い写真資料がありましたら生涯学習課まで連絡いただけると幸いです。

会長へのインタビュー

お詫びと訂正
　議会だよりしょうわ173号の記載に誤りがありました。
田中　博愛議員の質問のページについて、

誤「市街化調整区域の拡大を」　正「市街化区域の拡大を」です。
大変申し訳ありませんでした。

議会だより、最優秀賞おめでとうございま
す。これからも町民に愛される広報を大変
ですが作ってください。活躍を祈ります。 

（74歳・男性）

展望タワーで観光振興を
提案された議員さんがお
られましたが、展望タワー
だけの収入で建設のた
めの借金を払いきれるの
でしょうか。昭和町は、取
り立て一大観光地として
の役割はありませんが、
もっと先に税金の使い道
があると思います。タワー
の建設には反対です。

（57歳・女性）

【応募方法】
①クイズの答え　②住所　③氏名（ふりがな）
④年齢　⑤議会だよりを読んだ感想
を記入して、はがき・FAXまたはメールにてお送り
ください。議会だよりへの要望・意見等もありまし
たら、お受けいたします。

【あて先】
●〒409-3880 昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX:055-275-0370
●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp
《しめきり》　8月末日消印有効

議 会 ク イ ズ 正解者の中から抽選で5名の方に
図書カードをお送りいたします。

ヒント

議会だより
174号（この号）を
読んでください

Q 源氏ホタル愛護会とはどんな組織ですか？

A 昭和町の象徴は源氏ホタルです。都市化の進む本町
で、かつてのような源氏ホタルの復活を願う町民が
自発的に集まり活動を続けてきた組織です。

No.173に対する
前回のお葉書で

こんなご意見をいただきました！こんなご意見をいただきました！

（77歳・女性）

（80歳・女性）
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　今回議会だよりしょうわ171号が議会広報コ
ンクール町村の部において、最優秀賞を受賞
し、7月3日（月）自治会館にて表彰を受けました！
　常に、町民の皆様が読みやすく、議会活動や
議会改革が一目でわかるよう、先進地視察や研
修を通じ研鑽を積んできました。その成果が認
められ、とても誇らしく感じると共に、町民や関
係者の皆様に心より感謝申し上げます。

委員長　石原高明
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